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北斗七星を解く
フレドiJク・G・レオナ・1ド博士
　北天で一等お馴染みの著明な星群は大熊座の後部を形造って居る輝やかしV・
7っの星で，一般に北斗七星として知られて居る．北緯40。の土地では何虞で
も，北斗七星は周極星即ち常に地回三下に隙れすに，北極星を廻り，天氣のよ
い晩はいつも其の全貌を見せて呉れる．
　此の大熊座が美しい配列のま玉極を周る特性は次の傳説に依って希瞼神話で
説明される．門々の王であるZeusは其の妃の女紳Heraが嫉妬したので，其の
愛寵して居る美しV・二女Callistoを護って熊に化身したのである．　Heraは王
の詐りを見付けて狩薇の女憩であるArtemisを読服して件の熊を殺さうとし
た．然しZeusはそれを遮りCallistoを危瞼の中から大熊座に姿を攣へて星の
聞に置き，息子Arcasをも化身して隣りの小熊座に移した．　CallistoとArcas
は斯くも立派な光榮を與へられたので，立腹したHeraは海神Oceanusと其
の妻Tethysを誘ってCallistoとArcasを常に大洋の波の下に休ませない様
にした．爾來大熊，小熊は北極を永久に廻る蓮命に定められたと謂ほれる。
　北斗七星は大熊星座のα，β，γ，δ，ε，ζ及びηの諸星から成り，其の内
・が一等明るくて光度1・7等・δが一等劣って光度3・4等である・、此等の星の色
彩は凡て青味がかった白（スペクトル型はB或はA）で，唯αのみは黄味が
かつて居てスペクトル型はKである．
　　　　　　ポインタロズ　βとαは「指極星」と呼ばれる・こは假りにαとβを繋ぐと，殆んど北
極星（小熊座α星）に届くからである・指極星αとβとの角距離は5。より
もやx大きく，太陽と月の見掛け上の直径の約10倍である．叉Dubheと呼ば
れるαと北極星の聞隙は28。である．それでDabheと北極星との角距離は指
極星の聞隙の5－6倍である．
　北斗七星に就V・て極めて興味深い事實はβ，γ，δ，ε及びζの5星とζ（EP
ちMizar）の伴星である光度4等のAlcor（大熊座9星）は大鵠同じ角速度で
天長を横切って，殆んどβからδの方向に卒行に蓮動して居る．之に反して
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αとηは凡そ同じ角速度で反回の方向に運動して居る．之等の星の運動の方
向が斯く違って居る爲に，柄杓の形は何時迄も現在のまSでなく，三二の檬に
其の星群は20萬年前と現在と20萬年後とは極あて攣記して絡ふ．斯くして柄杓
の5っの星は進行星群，所謂大熊星群を形造り，この星群は又全天で最も明る
kn　Siriusや廣く二三の隔った颪域にある多くの他の星をも含んで居る・リク天
文乱獲行の星の覗線速度のカタログ（1928年）に嬢れば，Alcorを含む北斗七星
の星々は，εの場合の1秒約8粁から，δとηの場合の1秒16粁までの速度
で太陽系に接近して居る・
　柄杓の凡ての星は「互星」と名付けられて居り，絶封光度は同じ級のもので
ある．叉50乃至100光年以上も地球から離れて居る．本來は我が太陽よりも明
るいもので，例へばα，ζは太陽のたっぷり60倍の明るさである．
　北斗七星で殊に最も興味を惹く星は柄杓の「柄」の屈曲部にあるζ脚ちMlzar
である・此の星は次に述べる様に，凡ゆる意味に於て最初に磯見された二重星
であった・Mizarは1t・5’離れて居る4等星の伴星Alcorと共に大きく容易く
肉眼で識別出來る二重星を形造ってみて，普通「馬と其の騎手」として知られ
て居る．Mizarはまた望遠鏡で磯見された最：初の二重星であって，帥ち1650年
にBolognaに於てRiccioliはMizarが約145”離れた光度25等と4等との
2っの星より出來て居る事を認めた・この2星は1857年Bondに依って爲眞に
撮影され，爲眞的に測定された二重星の最初のものであった．そしてこの2星
の明るい方（帥ち25等の主星）は叉1889年Pickeringに依って獲見された最
初の分光器的連星であり，ヰルソン山の250糎反射鏡に取付けた20阪の干渉計
で，1925年Peaseに依って測定された初期の二重星の一つであった．
　前述の如く，1889年E．C．　PiekeringはMizarの明るV・方の星が分光器的蓮
星である事を磯見し，其の三二周期は，其の後Vogelに依って，20．5日である
ことが解った・此の接近した分光器的の二二の2星は相互に約3000萬粁の雫均
距離をもち，殆んど等しい軌道の上で共通の重心のまはりを廻鯨して居り，各
星の質量は略太陽の2倍に等しい．1908年FrostとLeeはMizarの淡V・方
の星も矢張り分光器的連星であり，ヌ同年FrostはAlcorも亦分光器的L二1亜
星である事を確誰した．
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　MizarとAlcorは，爾者の閤にあり，雨者と三角形を作って居る8等星（之
は時々“Sidus　Ludovicanium”と呼ばれるDと一緒に，小望遠鏡で槻察すれ
ば一際美しい群を見せて呉れる．之等の星野を熟糾するとき，Mizarを形造る
望遠鏡的二重星の2星が各々其れ自髄分光器的連星であること，恐らく此等の
二封の星が順番に共通の重心のまはりを緩漫に廻韓してみるのであらうこと，
地球と太陽の距離の1萬5千倍の程度だけこの4星系から離れて居るAlcorが
事實またたy’”A光器を用ひてのみ分離される程密接し，且つ地球から遠く離れ
た一封の太陽から成ってみること，文MizarとAlcorが北斗七星のもう4っ
の星と共に亘大なる編豫飛行の如く，同速度で天室の同方向へ絶え間なく突進
しつSあること，これ等は決して忘れられない興味を喚び起すのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐登児繹）
加州よリニウス診る
　東亜天女岬町御田
私は今皆様へ同封の爲眞一葉と其の簡箪なる読明文を贈ります．非常に興味
あるものと信じますから，御遠慮：なく御用ひ下さい．唇に2つ白いキヅがあり
ますから，消して下さい．何かに褒表されるならば一寸御知らせ下さい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早々敬具
　　　　　　　　　　　　　　マイロン。D・ハワ1ド（Myron　D．　Howard）
　　1938年4月9日　力U州プロ，リにて
　　　　　　　彗星護見者ナガタ氏が大義のために望蓮鏡ミEを磨く
　長田政二氏は，イムペリアル・プレ1天丈學會と協同して，プロ1リ中門校
のために，口径30糎吋屈折望遠鏡を寄贈すること曳なり，之れは同校の屋上ド
1ムに格納される筈．
　1931年7月に長田氏が獅子座に磯見した有名な彗星は，我が太陽系のメンバ
1かも知れない．若し，さうだとすると，あの彗星は264年を周期として文現
はれる筈である．
